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技術の概要
・ 軟弱地盤を掘削し、天然砕石パイルを
構築することにより、砕石パイルと原地
盤を複合的に作用させ、支持力を増加し
ます。（ 複合地盤理論）

掘削工程 掘削終了 パイル
形成工程

パイル
の完成

・ （ ＧＢＲＣ） 財団法人 日本建築総合試
験所による建築技術性能証明を取得した、
信頼性の高い技術です。



東日本大震災による液状化被害

東日本大震災で亡くなられた方々 のご冥
福を心からお祈り申し上げます。

また、被災され方々 に心からお見舞い申
し上げますとともに、現地で復興に尽力され
ている全ての方々 に敬意を表します。

この度の震災では液状化被害による建物
の沈下や道路の損壊が大きく 、今後の液状化
対策は急務となっております。



液状化現象とは？

液状化は緩い砂地盤（Ｎ値６以下）で地下水位が高い（ＧＬ－３ｍ以
浅）地盤が危ない！



液状化をどうやって止めるの？

間隙水圧消散理論により、砕石パイルで液状化をＳＴＯＰ！
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間隙水圧消散による液状化対策

透水性の高い天然砕石を砂質土
地盤に設置し、その排水効果によ
って地震時に砂質土地盤に発生
する過剰間隙水圧を速やかに消
散させ、地盤の液状化や液状化に
伴う構造物の被害を防止する理論
である。



液状化対策の手順

安定計算書例

・ 液状安全率（ＦＬ値）を計算し、 ＦＬ値≦ １の部分に液状化対策を行う。

・ 地盤調査方法
ＢＥＳＴ １ 標準貫入試験（Ｂｏｒ）とふるい分け試験によるもの

ＮＯ．２ ＳＷＳ試験とＳＤＳ試験によるもの（簡易計算）

ＮＯ．３ ＳＷＳ試験によるもの（簡易計算）



液状化対策（間隙水圧消散工法）施工例

液状化対策施工表標準図
液状化対策施工平面図

ハイスピード工法による液状化対策設計例（１５０ｇａｌ）


